
令和元年１１月 第２回定例庁議 

 

１ 開催日時 令和元年１１月１８日（月）午前９時３０分～午前１０時１５分 
 
２ 開催場所 本館３階「特別会議室」 
 
３ 付議事項（第６条） 

 

⑴ 指示事項（市長の指示、注意等） 

先週は全国市長会に参加し、幼保一元化に関する事務の整理や指導の徹底と、  

会計年度任用職員制度の確実な財源保障について言及し、国へ要望を伝えてきた。 

また、国土交通省へ陳情に回ってきたが、他の省庁についても、補助金など様々

な関わりがあると思う。上京する機会には関係省庁にも回るので、情報提供に留意

いただきたい。 

  

 ⑵ 審議事項（市行政運営の基本方針、総合計画、重要議案、主要事業計画等の策定

及び調整に関すること） 

  ①丸亀農業振興地域整備計画の全体見直しについて（産業文化部長） 

    策定から概ね 5年が経過し、中間見直しの時期になっている。内容については、

市議会都市環境委員会や総合農政推進協議会に了承をいただき、公告縦覧も開始

している。本日の庁議で決定をいただいたら、県に協議を依頼し、1月には公表

したい。 

   （産業文化部農林水産課＝資料に基づき説明） 

   

 ⑶ 報告事項（市政に重大な影響を与える法令等の制定改廃、国及び県の動向、又は 

重要な事務事業の進行状況に関すること） 

①令和 2年度組織機構の見直しについて（市長） 

新年度は新庁舎での執務を迎えるタイミングであること、また、新しい人口ビジ

ョンに基づき、さらなる市政の発展を目指していく意味からも、組織機構の改革に

ついて検討を重ねてきており、各部署からも意見をもらってきた。原案がまとまっ

たので、確認をお願いする。 

  （秘書政策課長＝資料に基づき説明） 

    

４ その他 

① キッズウィークの全市一斉実施について（産業文化部長） 

商工会議所や商工会、市の関係部署で構成するキッズウィーク推進協議会において、

来年度から 10 月の第 3月曜日を休業日とし、10月 17 日から 19日の 3連休をキッズ



ウィークとして統一して実施することで協議が整った。早い段階でＰＲしていきたい

と考えている。市役所も一事業所として、来年度中学生までのこどもがいる職員に対

して休暇取得を促すなど、全庁的に推進していただきたい。各部署の関係団体にも周

知をお願いする。 

（産業文化部産業観光課長＝資料に基づき説明） 

・コミュニティなどにもこの内容で情報提供してよいか。（生活環境部長） 

→年明けの記者会見で市長が発表してから進める扱いでお願いする。 

 ・近隣市町の状況は。（市長公室長） 

→県内では、現時点で丸亀市のみという状況である。 

 ・市内企業の反応は。（生活環境部長） 

→市外で働く人も 3割程度いることから、県全体で取り組む方が効果的との意見もいた

だいている。 

 ・学校閉庁日の扱いについて、職員に関しては、業務の状況により学校長の判断で  

職員が出勤することは認めている。（教育長） 

②丸亀城月一イベント「グルメフェスタ」について（産業文化部長） 

  11 月 24 日（日）に「グルメフェスタ」と称して実施するので来場いただきたい。 

 

③まるサタについて（ボートレース事業局経営課長） 

  11 月・12 月のパンフレットが完成したのでお知らせする。冬休み期間中には、ボ

ーネルンド社の協力による「ボートキッズパーク」を開催するので、来場いただきた

い。 

 

５ 副市長から 

  12 月議会が始まるが、議案等の議会対応についてはアンテナを十分に張っていた

だき、案件の状況により随時相談いただきたい。 

 

６ 教育長から 

 インフルエンザの状況については、9月に学年閉鎖があったが現在は落ち着いている。 

 

７ ボートレース事業局管理者から 

 10 月からＲＯＫＵ・来賓棟の整備事業に着手しており、工期は再来年の 1 月までの

予定である。12月 15 日（日）の 10 時から起工式を行うので、参加いただきたい。 

ＲＯＫＵは今の約 2倍のスペースを確保しており、さらに市民に開放していくととも

に、来賓室については、地元企業や周辺企業など異業種の交流の場として活用していた

だきたいと考えている。 

 



８ 出席状況 

⑴ 庁議構成者（第５条） 

 

職 氏 名 出欠 

市 長 梶   正 治 ○ 

副 市 長 徳 田 善 紀 ○ 

教 育 長 金 丸 眞 明 ○ 

モーターボート  

競走事業管理者 
大 林   諭 ○ 

市 長 公 室 長 横 田 拓 也 ○ 

総 務 部 長 栗 山 佳 子 ○ 

健康福祉部長 宮 本 克 之 ○ 

こども未来部長   石 井 克 範 ○ 

生活環境部長 小 山 隆 史 ○ 

都市整備部長 谷 口 信 夫 代 

産業文化部長 山 地 幸 夫 ○ 

ボートレース 

事 業 局 次 長 
矢 野 浩 三 代 

教 育 部 長 川 田 良 文 ○ 

消 防 長 田 中 道 久 ○ 

議会事務局長 渡 辺 研 介 ○ 

 

(2) 関係職員（第９条） 

   市長公室職員課長代理 

市長公室職員課副課長         徳 田   寛  

総務部財務課長            宮 西 浩 二 

都市整備部長代理 

都市整備部都市計画課長        吉 本 博 之 

ボートレース事業局次長代理 

ボートレース事業局経営課長      向 井 光 平 

産業文化部産業観光課長        林   裕 司 

   産業文化部農林水産課副課長      川 池 伸 康 

   産業文化部農林水産課主査       栗 岡 宏 樹 

      

(3) 事務局（市長公室秘書政策課） 

   市長公室秘書政策課長          窪 田 徹 也 



   市長公室秘書政策課副課長        谷 本 智 子 

   市長公室秘書政策課政策推進担当長    野 本 政 宏 

   市長公室秘書政策課主査         宇 野 大志郎 


